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第７章　モーセと「十戒」
　　　　出エジプト記

　モーセが奴隷の民イスラエルを率い
てエジプトを脱出する「出エジプト」
の話は、映画「十戒」によって、広く
知られている。DVDで映画を見ていた
だくが、その旅路は右図のように、
ナイル川のデルタ地帯を北上し、エジ
プト国境を抜けるとシナイ半島を南下
している。それから約束の地にたどり
つくまで40年を要する長い旅になる。

キーワード
モーセの誕生　出エジプト　「十戒」
レビ記　民数記　申命記

第１部　モーセの誕生

　モーセは奴隷の子として生まれた。
エジプト王ファラオは、奴隷人口の増加
を制限するために男の子が生まれたなら
ば殺さなければならないという命令を出
した。このような暗黒時代にモーセは生
まれた。両親は王の命令を逃れ
るためにモーセをナイル川に流した。

すいよく

　彼はその下流で水浴をしていた王の娘
にひろわれ、王の養子として育てられるこ

きゅうてい

とになった。ところが、エジプト宮廷で成長したモーセはある日、同
胞を苦しめるエジプト人を殺害してしまい、逃亡者となってシナイ山

ナイル川で拾われる

出エジプトの旅
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のふもとミデヤンに逃れた。ここまでが映画「十戒」では第一部となっ
ている。

第２部　出エジプト
　

　80才になったとき、モーセはシナイ山で神に出会
った。モーセにあらわれた神は、エジプトで苦しん
でいるイスラエルの叫びを「聞き」、その苦しみを
「見」、その悩みをつぶさに「知っている」と告げた。
すなわち、あなたには同胞の苦しみが感じられない
のかと、問うているのである。モーセの神は、まさ
にパスカルが言うところの「心情の神」（パンセ278）

きょうぐう

である。神はイスラエルを奴隷の境遇から救い、導
き出すという意志を告げた。
　出エジプトの使命のために、再びエジプトに帰ったモーセにとって、
かつてエジプトの宮廷で成長した経験、またミデアンの荒野をさま
よった経験はその後40年間の砂漠生活をしたとき、地理的な知識、水
や食料を得るための知識において、おおいに役に立っている。
  モーセはイスラエルをエジプトの国境まで導いた。

あし

それは北のほう地中海に接するところにある。「葦の海」を前にして、
後から追跡してくるエジプトの軍勢を見たとき、民はおびえた。
　そのとき、神は海の中に道を開く奇跡をもって救い出した。

btz

そののち、砂漠での水の枯渇、食料の難、感染病などの困難を導かれ
て、シナイ山で十戒を授かる。出エジプトを導かれたイスラエルは神
と契約を結んだ。すなわちこの出来事は、アブラハムに告げられた神
の約束の実現と考えられた。考古学の研究はバビロニアやエジプトな
どに十戒とおなじような戒律があることを明らかにしてきた。しかし、
現代社会に通じる影響を及ぼしているものは「十戒」であろう。明治
政府が憲法をつくるとき、世界の主要諸国を視察して、その中からド

モーセ・ミケランジェロ
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イツの「ワイマール憲法」を手本として「明治憲法」が制定されたが、
ワイマール憲法の元は聖書である。また戦後の「日本国憲法」は連合
国の指導の元に作られたが、連合国のメンバーはみなキリスト教徒で
あった。この意味で、「十戒」は間接的に日本憲法の元になっていると
いえる。以下に、「十戒」の各項をあげる。
-----------------------------------------------------------
十　戒

　　　わたしは主、あなたの神、あなたをエジプトの国、
　　　　奴隷の家から導き出した神である。
第１戒　あなたには、わたしをおいてほかに神があってはならない。
第２戒　あなたはいかなる像も造ってはならない。
第３戒　あなたの神、主の名をみだりに唱えてはならない。
第４戒　安息日に心を留め、これを聖別せよ。
第５戒　あなたの父母を敬え。
第６戒　殺してはならない。
第７戒　姦淫してはならない。
第８戒　盗んではならない。
第９戒　隣人に関して偽証してはならない。
第10戒 隣人の家を欲してはならない。

（出エジプト記20:2-17）
-----------------------------------------------------------

3、レビ記

　イスラエル12 部族の中の一つレビ族は、神殿に仕える祭司となっ
た。神殿祭儀を司るだけでなく、民の生活一般を保健衛生の面でも指

せいじょう

導した。「十戒」に基づく細かな規定集が作られた。とくに「清浄規定」
は清い動物と汚れた動物について(11章)。出産の規定(12章)。性生活

たき

の規定(15章)などと多岐におよんでいる。そのなかに血についての規
定がある。
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血を食べる者があるならば、わたしは・・・・ 民の中から必ず彼を断つ。生
き物の命は血の中にあるからである。　(17;10,11)

　血を生のままで摂取してはならない。それは手術のときになされる
輸血を含んでいると解釈し、輸血を拒むグループがある。「エホバの証
人」(ものみの塔)の主張である。第４章でキリスト教と宗教という項目

こば

でのべたように、交通事故にあった自分の子どもの輸血を拒んで、亡
くなったという事件は新聞等で報じられ、社会問題となった。旧約聖
書を戒律としてうけとるのはユダヤ教であるが、イエスは戒律をその
深いところにある精神から説き起した。それはマタイ福音書5-7章に
まとめられている。神の御心は人がよく生きることにあって、死ぬこ
とにはない。食物規定は、本来、豚など血液の中にウィルスをもった
動物の血を生のまま食べたらいけないという意味で保健衛生上の規定
である。愛の神は、不足した栄養を動物の血液によって補充し、かっ
けなどの病気を防いでいるエスキモーの文化を否定するようなことは
ないだろう。

4、民数記

　読んで字のごとく民の数を数えた書である。エジプトを出たときの
かんなんしんく

人口、荒野放浪の人口、約束の地に入ったときの人口。それは艱難辛苦
を共にした人たちの数である。苦しみを共にした体験は、民族の一体
性を固めた。民の数とは、数字のことではなく共にわかっあった体験
の内容でもある。
　イスラエルは、約束の地を目前にして、更なる出発をしようとした。

ようさい

しかし、民は目前にいるエリコの町の要塞をみて、先住民を恐れて立
ばつ

ちすくんだ。このときの不信仰の罰として、民は荒野放浪の40年を過
ごさなければならなかった。西ドイツ時代であるが、ヴァイツゼッ
カー元大統領はドイツの戦後40年を記念して「荒れ野の40年」(岩波
ブックレット・55)という講演を行った。彼は戦後40年のドイツの歩
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みを荒野放浪のイスラエルに重ねて語った。その中で、戦時中のナチ
スが行ったユダヤ人虐殺や障害者殺害などの過去に目をつぶることを
戒め、過去を想起することが将来への道であると呼びかけている。

5、申命記

　「重ねて命じる」という意味をもつ申命記は、モーセが臨終に際して
重ねて３度強調した遺言のかたちをとっている。
　モーセはイスラエルの民を率いて国境のヨルダン川の手前まできた。
目の前に約束の地を見て、イスラエルに語った。神の十戒を守ること。

せいしんせいい

形式的にではなく誠心誠意守ること。そうすれば、祝福される。
　本書は申命記法典ともよばれ、モーセのみずみずしい精神に満ちて
いる。本書は後代になってヨシヤ王の治世の18年、紀元前621年にエ
ルサレムの神殿で発見された。ヨシヤ王は本書の精神にふれ、ひじょ
うに感動した。そしてこの書に基づいて国の宗教改革を行った。本書
は律法の細かい規則と言うより、根本精神を重視している。神の教え

きちょう

を守って、幸いをえるように。こういう基調が一貫している。その基
調にたって、道をはずれる不幸が戒められる。申命記はモーセ5書の
結びとなっている。また後に続く、歴史書の歴史観を導く序章でもあ
る。すなわち、「あなたがたの神が信頼すべき神であること」を知らね
ばならない。また「この方は、ご自分を愛し、その戒めを守る者には
千代にわたって契約を守り、慈しみを注がれるが、ご自分を拒むもの
にはめいめいに報いて滅ぼされる」(7:9～ 11)。

こば

　神を愛し、戒めを守る者に対しては幸いが、神を拒む者に災いが及
ぶという歴史観は単純である。「申命記的歴史観」といわれてきた。次
に続く一連の歴史の部で、ヨシュア記、士師記、ルツ記、サムエル記、
列王記に共通する歴史観となっている。
　申命記の最後に「モーセの死」に関する次のような記事がある。「主
の僕モーセは主の命令によってモアブの地で死んだ。・・・モーセは
死んだとき120才であったが、目はかすまず、活力も失せてはいなかっ
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いた

た。イスラエルの人々は「モアブの平野で30日のあいだ、モーセを悼
んで泣き、モーセのために喪に服した」(34:5～ 8)　
　モーセ５書の権威について、長いあいだモーセ自身の直筆で権威あ
るものと信じられてきた。だが自分の臨終や死について書く人がいる
だろうか。こういう点からも、モーセの直筆でなく、幾つかの伝承が
編集されてモーセ五書と成っていることが認められよう。　


